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経済発展をめぐる若干の断叢

































わけ 21ページ参照）．他方，経済史家の D. C. ノース /R. P. トマス［14］は効率的な経済組織の発展を成
長の鍵と見なしている（同書２ページ参照）．



































３）この点については，Leibenstein [23] Chap. 9に詳しい（とりわけ op. cit., p. 112.）．
４）N. カルドアは，1954 年ミラノでの低開発地域問題研究の国際会議に提出した論稿のなかで，過去 200
年の大いなる加速的経済発展―近代資本主義の勃興―は，危険負担と利潤獲得とに対する人間の態度の変

























































































14）Parsons &Shils [28] p. 53.
15）Smelser [30] p. 24.
16）経済活動における情報の重要性については，不完全情報という状況下におかれた経済主体の行動を
終始追究している Stiglitz [30]，[31] が参考となる．また，青木［1］は，コーディネーションという
概念を導入して，情報の共有・分有の問題を論じている．
17）J. R. ヒックスは，経済発展を市場の勃興と同一視し，市場の浸透の３条件として，貨幣と法と信用
をあげている（Hicks [19] pp. 60-80）．
18）Hoselitz [21] pp. 30-42.
近代化を含む）と結びづけたのも，上記の第１の点と関連している．J. R. ヒックスが経済発展
















































































































































法化（1988 年の全人代における憲法修正ならびに 90 年の市・町土地使用権譲渡・移転暫定条
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